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学区ホームページ

大
津
市
の
上
仰
木
、
雄
琴
の
地
す
べ
り
地
域
内
で
組
織
す
る
令
和
６
年
度
大
津
市
地

す
べ
り
対
策
協
議
会
が
７
月
23
日
、
大
津
市
仰
木
の
仰
木
市
民
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
。

日
吉
台
学
区
は
昨
年
、
学
区
北
端
の
４
東
地
区
で
、
市
道
に
亀
裂
が
入
り
、
電
柱
が
傾

い
て
い
る
な
ど
地
す
べ
り
を
起
こ
し
て
い
る
と
し
て
学
区
要
望
を
提
出
、
対
策
を
求
め

て
お
り
、
こ
の
協
議
会
で
県
は
、
指
摘
の
あ
っ
た
地
点
に
つ
い
て
、
県
の
地
す
べ
り
観

測
点
に
編
入
、
継
続
監
視
す
る
と
い
う
調
査
結
果
を
明
ら
か
に
し
た
。

学
区
要
望
に
よ
る
と
、
問

題
の
地
点
は
、
千
野
３
丁
目

か
ら
苗
鹿
地
区
に
向
か
う
市

道
幹
２
０
１
０
号
線
と
日
吉

台
４
丁
目
の
市
道
中
０
１
０

１
号
線
の
３
差
路
地
点
。
市

道
ぎ
わ
の
立
木
が
崖
下
に
倒

木
し
て
い
る
う
え
、
市
道
際

の
電
柱
も
傾
い
て
い
る
。
ま

た
現
場
市
道
路
面
は
、
崖
と

平
行
し
て
亀
裂
が
入
っ
て
い

る
こ
と
も
確
認
で
き
る
。
数

年
前
ま
で
は
、
立
木
は
ま
っ

す
ぐ
上
に
向
い
て
立
っ
て
お

り
、
現
場
道
路
の
亀
裂
も
今

ほ
ど
大
き
く
な
か
っ
た
、
と

い
う
。

こ
の
３
差
路
は
、
日
吉
台

学
区
か
ら
雄
琴
方
面
へ
の
抜

け
道
道
路
で
祝
祭
日
に
な
る

と
湖
西
道
路
の
渋
滞
を
避
け

る
車
の
往
来
が
多
い
と
こ
ろ
。

現
地
は
、
雄
琴
地
区
地
す
べ

り
防
止
区
域
に
指
定
さ
れ
て

い
る
一
角
。
数
年
前
に
道
路

下
側
で
地
す
べ
り
防
止
対
策

工
事
が
行
わ
れ
て
お
り
、
地

す
べ
り
に
よ
る
現
象
な
の
か
、

土
砂
崩
れ
に
よ
る
も
の
か
早

急
な
原
因
調
査
と
対
策
を
求

め
る
と
し
て
昨
年
学
区
要
望

を
し
て
い
た
。

同
協
議
会
で
明
ら
か
に
さ

れ
た
調
査
に
よ
る
と
、
市
道

の
り
面
の
電
柱
の
傾
き
、
市

道
の
舗
装
面
の
傾
き
、
亀
裂
、

湧
水
な
ど
が
確
認
さ
れ
た
が
、

地
す
べ
り
末
端
部
の
工
事
を

終
え
て
い
る
法
枠
工
に
は
形

状
異
常
は
確
認
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
と
い
う
。
調
査
の
結

果
、
地
す
べ
り
と
し
て
地
形

全
体
が
動
い
て
い
る
可
能
性

は
低
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、

部
分
的
に
は
現
在
や
や
動
き

の
兆
候
が
う
か
が
え
る
と
し

て
継
続
監
視
す
る
こ
と
と
し

た
。

学
区
民
大
運
動
会
の
第
1

回
実
行
員
会
が
8
月
４
日
、

日
吉
台
市
民
セ
ン
タ
ー
で
開

か
れ
、
令
和
６
年
度
第
40
回

学
区
民
大
運
動
会
を
10
月
13

日
、
日
吉
台
小
学
校
で
開
催

す
る
こ
と
を
正
式
に
決
定
し

た
。
当
日
雨
天
の
場
合
は
、

順
延
せ
ず
中
止
、
前
日
の
12

日
午
後
１
時
に
開
催
す
る
か

ど
う
か
の
判
断
を
行
い
自
治

会
、
各
種
団
体
に
メ
ー
ル
連

絡
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

開
催
日
に
つ
い
て
は
、
第

１
回
実
行
委
を
前
に
開
い
た

学
区
自
治
連
合
会
と
同
ス
ポ
ー

ツ
振
興
会
と
の
事
前
協
議
で

開
催
案
と
し
て
内
定
、
実
行

委
で
正
式
決
定
し
た
。

競
技
種
目
に
つ
い
て
は
、

例
年
ど
お
り
の
プ
ロ
ク
ラ
ブ

を
基
本
と
す
る
。
た
だ
し
各

種
団
体
対
抗
の
お
楽
し
み
レ
ー

ス
は
、
学
区
各
種
団
体
の
参

加
メ
ン
バ
ー
が
少
な
く
中
止
、

各
丁
対
抗
の
リ
レ
ー
は
競
技

の
参
加
資
格
を
緩
和
す
る
。

日
吉
台
学
区
夏
の
恒
例
、

ラ
ジ
オ
体
操
は
、
7
月
22
日

か
ら
８
月
９
日
ま
で
の
土
曜
、

日
曜
日
を
除
く
15
日
間
、

「
日
吉
台
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
」
で
行
わ
れ
、
延
べ
１
４

０
２
人
（
昨
年
１
２
９
４
人
）

の
子
ど
も
た
ち
や
学
区
民
が

参
加
し
た
。
今
年
の
ラ
ジ
オ

体
操
は
好
天
に
恵
ま
れ
雨
で

中
止
の
日
は
な
く
、
期
間
中

参
加
者
ら
は
、
朝
の
新
鮮
な

空
気
を
体
い
っ
ぱ
い
吸
い
込

み
、
お
な
じ
み
の
ラ
ジ
オ
体

操
の
伴
奏
に
合
わ
せ
体
を
動

か
し
心
地
よ
い
汗
を
な
が
し

た
＝
写
真
。

こ
の
ラ
ジ
オ
体
操
は
、
学

区
民
会
議
の
日
吉
台
夢
・
未

来
事
業
推
進
委
員
会
が
、
コ

ロ
ナ
禍
以
前
の
夏
休
み
期
間

中
、
毎
年
行
な
っ
て
い
た
恒

例
行
事
。

滋
賀
県
内
で
は
、
２
０
２

５
年
に
第
79
回
国
民
ス
ポ
ー

ツ
大
会
・
第
24
回
全
国
障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開
催
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

ラ
ジ
オ
体
操
が
行
わ
れ
れ
た

日
吉
台
小
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
は

ラ
ジ
オ
体
操
開
催
中
、
「
国

ス
ポ
・
障
ス
ポ
」
Ｐ
Ｒ
の

「
の
ぼ
り
」
掲
揚
と
イ
メ
ー

ジ
ソ
ン
グ
「
シ
ャ
イ
ン
！
！
」

を
流
し
大
会
開
催
の
盛
り
上

げ
に
一
役
か
っ
て
い
た
。

学
区
社
会
福
祉
協
議
会
（
呉
屋
之
保
会
長
）
は
、
市
内
で
生

活
に
困
窮
し
て
い
る
住
民
を
支
援
す
る
た
め
学
区
の
各
家
庭
に

食
料
品
な
ど
生
活
支
援
物
資
の
提
供
協
力
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

生
活
支
援
物
資
提
供
を
求
め
て
い
る
の
は
、
缶
詰
類
、
カ
レ
ー
、

パ
ッ
ク
ラ
イ
ス
等
の
レ
ト
ル
ト
食
品
類
、
即
席
め
ん
、
カ
ッ
プ

め
ん
、
の
り
、
ふ
り
か
け
、
う
ど
ん
、
そ
ば
、
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
、

乾
麺
な
ど
で
、
賞
味
期
限
が
１
か
月
以
上
残
っ
て
い
る
も
の
。

日
吉
台
市
民
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー
に
支
援
品
受
け
付
け
箱
を
設

置
し
て
い
る
の
で
各
自
が
持
参
す
る
。
持
参
で
き
な
い
人
は
、

日
吉
台
さ
さ
え
あ
い
の
会
（
０
８
０
ー
１
４
５
９
ー
７
０
２
６
）

へ
電
話
を
す
れ
ば
学
区
社
協
の
担
当
者
が
受
け
取
り
に
出
向
く

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

生
活
支
援
物
資
提
供
を

地
す
べ
り
観
測
点
に
編
入
、
継
続
監
視

学
区
要
望
指
摘
、
４
東
の
抜
け
道

地すべり観測点になった日吉台４丁目の現場

学区要望で指摘のあった地すべり調査地点

（いずれも県の説明資料から）

10
月
13
日
開
催
、
正
式
決
定

学
区
民
大
運
動
会
、
雨
天
は
中
止

夏休みラジオ体操、好天に恵まれ完遂

国スポ開催PRに一役
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日吉台学区自治連合会（野々口義信会長）は、令和

６年度の学区要望をまとめ、８月大津市など関係行政

機関に提出した。

今年から既存の設備や施設に関する修繕、維持管理についての学区要望は、

事務手続きを省略、当該自治会が直接担当課へ電話、メール、FAX、市民通報

システムで要望するか、修繕等依頼書を提出する方法に変更された。

学 区 要 望

自
治
連
合
会
の
様
な
地
域
活
動
に
無
償

で
公
民
館
を
使
用
す
る
際
に
は
、
使
用
許

可
申
請
書
と
使
用
料
減
免
申
請
書
の
提
出

が
求
め
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も

貸
室
申
請
時
に
現
地
で
紙
の
書
類
を
提
出

す
る
必
要
が
あ
り
、
事
前
に
貸
室
を
確
保

し
た
け
れ
ば
そ
の
目
的
の
た
め
だ
け
に
一

度
現
地
に
出
向
く
必
要
が
あ
る
。
こ
の
手

続
き
の
煩
雑
さ
は
地
域
活
動
を
妨
げ
る
一

つ
の
障
害
に
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
両
文
書
は
記
載
事
項
の
多
く
（
申

請
者
名
、
使
用
目
的
、
使
用
日
時
、
使
用

室
名
、
使
用
人
数
）
が
重
複
し
て
お
り
、

使
用
料
減
免
を
申
請
す
る
場
合
に
は
ほ
ぼ

同
じ
内
容
を
2
回
も
繰
り
返
し
手
書
き
す

る
必
要
が
あ
る
。
よ
っ
て
以
下
の
改
善
を

お
願
い
し
た
い
。

①
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
が
出
来
る
環
境
を

早
急
に
整
備
す
る
。

②
次
善
の
策
と
し
て
、
公
民
館
使
用
許

可
申
請
書
と
使
用
料
減
免
申
請
書
を
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
能
な
書
式
と
し
、
電
話
予
約

と
メ
ー
ル
で
の
書
類
提
出
を
可
能
と
す
る
。

③
加
え
て
公
民
館
使
用
許
可
申
請
書
を

3
枚
複
写
紙
と
し
、
3
枚
目
を
減
免
申
請

書
と
し
て
使
用
可
能
な
も
の
に
す
る
。

３
丁
目
西
地
区
の
民
家
で
、
ネ
コ
を
多

頭
飼
育
し
て
い
る
世
帯
が
あ
り
、
地
元
で

対
応
に
頭
を
痛
め
て
い
る
。
令
和
４
年
２

月
ご
ろ
、
ネ
コ
の
糞
や
排
泄
物
な
ど
ネ
コ

関
連
の
大
量
の
ゴ
ミ
が
出
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
地
元
３
丁
目
西
自
治
会
で
調
べ
た

と
こ
ろ
、
最
近
住
民
に
な
っ
た
世
帯
が
家

屋
内
で
の
ネ
コ
を
飼
育
、
ネ
コ
関
連
の
ゴ

ミ
が
多
数
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ

た
。
ネ
コ
を
飼
っ
て
い
る
家
庭
に
自
治
会

が
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
当
時
30
頭
ほ

ど
飼
育
し
て
い
る
と
話
し
て
い
た
と
い
う
。

地
元
自
治
会
で
は
、
ネ
コ
の
飼
い
主
と
周

辺
の
住
環
境
と
ネ
コ
関
連
の
廃
棄
物
に
配

慮
す
る
よ
う
求
め
る
と
と
も
に
大
津
市
に

も
対
応
す
る
よ
う
要
望
し
た
が
、
当
時
市

は
対
応
す
る
条
例
が
な
い
、
と
の
回
答
だ
っ

た
と
い
う
。
日
吉
台
学
区
で
の
ネ
コ
の
多

頭
飼
育
問
題
は
、
そ
の
ま
ま
有
効
な
対
策

の
手
が
打
た
れ
な
い
ま
ま
年
月
ば
か
り
が

経
過
、
「
最
近
で
は
ネ
コ
の
飼
育
数
も
大

幅
に
増
え
て
い
る
」
と
い
う
（
地
元
の
話
）

滋
賀
県
で
は
、
平
成
21
年
４
月
に
「
滋

賀
県
動
物
の
保
護
お
よ
び
管
理
に
関
す
る

条
例
」
が
施
行
さ
れ
て
い
る
。
同
条
例
第

6
条
の
２
で
は
、
犬
お
よ
び
ネ
コ
の
多
頭

飼
養
者
に
県
知
事
に
対
し
届
出
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
る
。
多
頭
飼
育
の
定
義
は
10

頭
以
上
で
、
第
19
条
で
は
、
届
出
を
し
な

い
者
、
虚
偽
の
届
出
を
し
た
も
の
は
１
万

円
以
下
の
過
料
に
処
す
る
と
も
あ
る
。

ま
た
、
同
条
例
6
条
の
４
で
は
、
知
事

は
、
多
頭
飼
育
者
に
対
し
、
「
必
要
な
助

言
ま
た
は
指
導
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
」

と
あ
り
、
同
14
条
で
は
「
立
ち
入
り
調
査

も
で
き
る
」
と
規
定
す
る
。
多
頭
飼
育
か

ら
良
好
な
日
吉
台
学
区
の
住
環
境
を
守
る

た
め
県
条
例
に
基
づ
き
厳
正
な
る
対
処
を

求
め
た
い

滋
賀
銀
行
日
吉
台
出
張
所
付
近
の
交
通

取
り
締
ま
り
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

①

違
法
駐
車
対
策

中
央
通
り
の
滋

賀
銀
行
側
は
、
交
差
点
な
の
で
５
メ
ー
ト

ル
以
内
は
駐
停
車
禁
止
で
す
。
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
横
断
歩
道
上
に
反
対
駐
車
す
る
、

ひ
ど
い
時
に
は
ア
ー
ケ
ー
ド
内
に
停
車
す

る
な
ど
、
何
時
、
歩
行
者
を
巻
き
込
ん
だ

重
大
事
故
が
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
状
況

で
す
。

②

中
央
通
り
の
南
行
き
車
両
の
多
く

は
、
減
速
が
不
十
分
で
す
。
不
法
駐
車
車

両
と
相
ま
っ
て
、
重
大
事
故
が
発
生
す
る

恐
れ
が
高
い
状
況
で
す
。
通
り
抜
け
の
車

両
が
多
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
速
度
超
過
の

取
り
締
ま
り
を
強
化
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

桜
並
木
の
復
活
と
改
善
の
為
、
一
級

河
川
高
橋
川
左
岸
側
に
あ
る
台
風
に
よ
っ

て
倒
木
し
た
桜
の
木
の
抜
根
を
お
願
い
し

ま
す
。
（
継
続
要
望
）

日
吉
台
３
丁
目
33
番
地
先
日
吉
台
小
学

校
西
側
に
あ
る
一
級
河
川
高
橋
川
左
岸
側

の
植
樹
帯
に
あ
る
伐
採
後
の
桜
の
根
が
残

置
し
て
い
る
た
め
、
伐
採
箇
所
に
桜
を
復

元
、
植
樹
す
る
事
が
で
き
ま
せ
ん
。
桜
を

植
樹
し
美
し
い
景
観
づ
く
り
を
す
る
た
め

に
伐
採
し
た
桜
の
抜
根
を
お
願
い
し
ま
す

日
吉
台
１
丁
目
27
ー
１
と
27
ー
13
の
間

の
電
柱
に
市
街
灯
を
新
設
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

近
隣
住
民
に
は
了
解
を
取
っ
て
い
ま
す
。

電
柱
番
号
は
「
南
高
橋
８

北
３
東
５
」

で
す
。

同
じ
電
柱
の
他
の
記
号
「
日
吉
台
５
Ｌ

１
Ｒ
８
」
で
す
。

公
民
館
使
用
手
続
き
で
改
善
を

ネ
コ
の
多
頭
飼
育
で
要
望

違
法
駐
車
等
の
取
り
締
ま
り
を

桜
の
木
の
抜
根
要
望

市
街
灯
設
置
要
望

日吉台子どもサミット

子
ど
も
た
ち
の
目
線
で
地
域
の
課
題
解
決
や
街
づ
く
り
を
考

え
る
「
令
和
６
年
度
日
吉
子
ど
も
サ
ミ
ッ
ト
」
が
夏
休
み
中
の

８
月
22
日
、
大
津
市
坂
本
の
比
叡
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
開
か

れ
、
県
が
提
唱
す
る
「
滋
賀
県
版
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
の
取
り
組
み
を

テ
ー
マ
に
協
議
し
、
交
流
を
深
め
た
。

こ
の
子
ど
も
サ
ミ
ッ
ト
は
、
日
吉
ブ
ロ
ッ
ク
内
の
雄
琴
、
日

吉
台
、
坂
本
、
下
阪
本
の
４
小
と
比
叡
山
、
日
吉
の
２
中
学
校

の
児
童
会
、
生
徒
会
で
構
成
さ
れ
た
リ
ー
ダ
ー
養
成
を
目
的
に

し
た
組
織
。
子
ど
も
た
ち
の
手
で
日
吉
ブ
ロ
ッ
ク
地
域
の
課
題

を
浮
き
彫
り
さ
せ
解
決
に
向
け
て
の
検
討
や
提
言
な
ど
を
し
て

い
る
。

こ
の
日
の
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
各
学
校
ご
と
に
活
動
、
取
り
組

み
を
報
告
し
た
あ
と
、
子
ど
も
た
ち
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
、

地
域
の
人
ら
を
交
え
滋
賀
県
版
ふ
る
さ
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ボ
ー
ド
ゲ
ー

ム
を
行
い
、
ゲ
ー
ム
を
し
な
が
ら
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
課
題
解
決
事
例

を
学
習
し
た
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
テ
ー
マ

真
夏
の
太
陽
が
降
り
そ
そ
ぐ
7
月
31
日
、
学
区
社
会
福
祉
協
議
会
の
支

援
を
受
け
る
「
寺
子
屋
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ア
ソ
☆
ビ
バ

水
鉄
砲
で
遊
ぼ

う
」
が
、
日
吉
台
小
学
校
で
開
催
さ
れ
た
。

参
加
児
童
は
、
1
年
生
か
ら
6
年
生
ま
で
合
わ
せ
て
28
人
。
同
小
中
庭

に
集
合
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
３
組
に
分
か
れ
て
水
鉄
砲
で
水
の
掛
け
合

い
に
挑
戦
。
30
度
を
超
え
る
暑
さ
の
な
か
、
ず
ぶ
ぬ
れ
に
な
り
な
が
ら
歓

声
を
あ
げ
て
い
た
。

こ
の
あ
と
、
教
室
に
入
っ
て
勉
強
の
時
間
。
全
員
が
、
黙
々
と
夏
休
み

の
ド
リ
ル
や
プ
リ
ン
ト
に
向
き
合
っ
た
。
友
達
同
士
や
低
学
年
に
笑
顔
で

教
え
合
う
姿
や
、
丸
つ
け
を
し
て
あ
げ
る
ほ
ほ
え
ま
し
い
姿
も
多
く
見
ら

れ
た
。
（
水
て
っ
ぽ
う
で
水
を
か
け
あ
い
歓
声
を
あ
げ
る
子
ど
も
た
ち
）

ス
マ
ー
ト
ボ
ー
ル
で
交
流

学
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

（
野
々
口
義
信
会
長
）
ら
の

お
年
寄
り
ら
が
８
月
７
日
、

日
吉
台
小
に
隣
接
す
る
学
童

保
育
所
、
日
吉
台
児
童
ク
ラ

ブ
を
訪
問
、
老
ク
連
会
員
手

製
の
ス
マ
ー
ト
ボ
ー
ル
４
台

を
持
ち
込
み
、
子
ど
も
た
ち

と
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
だ
。

同
連
合
会
が
、
大
津
市
の

高
齢
者
世
代
間
交
流
事
業
の

補
助
を
受
け
て
行
う
３
世
代

交
流
事
業
。
同
連
合
会
役
員

や
地
域
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
メ

ン
バ
ー
７
人
が
児
童
ク
ラ
ブ

を
訪
問
、
29
人
の
子
ど
も
た

ち
と
ス
マ
ー
ト
ボ
ー
ル
で
遊

び
、
得
点
を
競
い
合
っ
た
。

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、

獲
得
で
き
る
得
点
や
マ
イ
ナ

ス
点
に
一
喜
一
憂
、

も
ら
っ
た
景
品
に
大

喜
び
し
て
い
た
。

こ
の
あ
と
、
お
年

よ
り
た
ち
と
子
ど
も

た
ち
が
お
菓
子
な
ど

を
食
べ
な
が
ら
歓
談
、

楽
し
い
ひ
と
時
を
過

ご
し
た
。
（
日
吉
台

児
童
ク
ラ
ブ
で
、
ス

マ
ー
ト
ボ
ー
ル
で
交

流
す
る
子
ら
と
お
年

寄
り
）

協
議
と
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
で
交
流

寺
子
屋
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ア
ソ
☆
ビ
バ

水
て
っ
ぽ
う
に
歓
声

児
童
ク
ラ
ブ
の
子
ら
と
お
年
寄
り

比叡ふれあいセンターで開催される日吉子どもサミット


